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こうした状況を踏まえて, いじめ問題に関わる法律として, 2013年９月28日より ｢いじめ
防止対策推進法｣ が施行された｡ 同10月11日には, 文部科学省より ｢いじめ防止等のための
基本的な方針｣ が発表され, 迅速に本法を生かした取組を, 各学校の生徒等の実態に応じて
検討することになった｡ 今後, 未然予防をめざした教育実践を, 系統的かつ計画的に推進す
るとともに, 教職員が組織的に関わることが求められている｡
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また森田 (2010) によると, いじめの加害者と被害者の関係については, 友達であること
を指摘する｡ よく遊ぶ友達が, 男子で44.1％, 女子で51.8％, それぞれに時々話す友達の割












(中学生：20％の減30年) に, 母親は増加傾向 (中学生：18％の増30年) にある｡
これらのデータから, 課題が見えてくる｡ 友達との活動が楽しいと回答し信頼を置いてい











このことについて土井 (2013) は, 理想の教師像について, 教師と生徒の間の意識のズレ
を指摘している｡ また三城 (2012) は, 中学生および中学校教員を対象に, 理想の教師像に
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ついてのアンケートを行い, 以下のような結果を得ている｡
生徒にとっては, 話がおもしろいが35.4％, 次いで生徒が話しかけやすいが32.1％, であっ
た｡ 一方, 教師の回答は, 間違いを注意し叱ってくれるが53.8％, 生徒の話を聞き親身になっ















山田 (2013) によると, 抜本的ないじめ対策における ｢防止等｣ の意味が, ｢(未然) 防止｣,
｢早期発見｣, ｢(早期) 対処｣ のすべてを含意するものであることを指摘する｡ 文部科学省か










め多面的に見ていくことが肝要である｡ 岡本 (2013) は, いじめ防止教育はいじめたくなる
心理から始めることの重要性を指摘する｡ なぜいじめてしまうのか, その理由に気づかない
と, 本質的な解決に至ることはできない｡ 内面的な自覚を伴わない反省は, いじめの抑止力
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に繋がらないと考えるからである｡







関係性は, 極めてフラットに近づいている｡ 教師は, 生徒を指導するうえで, 既存の関係性
を乗り越える視点に立った取組が期待されている｡ ただし, 新たな関係性を強化し過ぎると
柔軟性が薄れ, 自発的な動きが削がれることが危惧される｡ そこで, 集団による活動を行う
ときには, その内容の自由度に配慮しながら進めることが重要になる｡
新たな関係性を再構築するには, 相互間でコミュニケーションがとれる場, 合意形成を図
るための十分な時間, 教師による活動の深化を促す助言, などが必要になる｡ 特別活動での









理解しておく必要がある｡ 生徒が教室で見せる姿で以て, 生徒理解ができているのか, とい
うとそうとは言い切れない｡ 生徒一人一人の生活背景や人間関係などを多面的に捉えること
により, 今の動きを肯定的に受け止めることができる｡ つまり, 生徒が見せる態度である表






















３ いじめの未然防止において ｢学級活動｣ がもたらす教育効果
3.1 系統的・計画的な学級活動が求められる理由
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3.2 いじめの未然防止にロールプレイがもたらす教育効果
いじめの未然予防を進めるうえで, 生徒一人一人が内面的な理解を深め, 主体的な態度や





金子 (1992) は, ロールプレイを通して新たに人間や物との関係が明らかになり, 自他の
姿が明確化されることにより, 自らのあるべき姿に気づけることを指摘している｡ また, 決
して情に流されるのではなく, 真実や現実を踏まえた探求を促す取組として位置づけている｡





























４ ドイツヘッセン州における ｢Gewissen｣ の取組
4.1 Dietrich Bonhoffer Schule Rimback校における ｢倫理｣ の授業の導入
当該校では, ６年生を対象に ｢Gewissen (善悪の判断力がもたらす幸せ)｣ を主題に掲げ
た ｢倫理｣ の授業が行われている｡ 相手の考え方や行動について考え, 善悪の判断へと導く｡
本主題は, ６年生にとっては難しいことから, 指導者は彼らの経験を振り返らせて, ｢自分
の行動はこれで善いのか｣, ｢嘘をついたことがあるのか｣, ｢嘘をつかれたことはあるのか｣,





・起立の後, 指導者と目を合わせて母語 (独語) で ｢おはようございます｣｡
・遊びをしていろいろとあったから, 手を振り体を柔らかくしながら, 要らないものは飛
んで行け｡ 今はもう, 心配ないでしょう｡ 集中できるようにしましょう｡
・頭が良い気持ちを想像してみてください｡ 考えることができるでしょう｡
・重要な頭を撫でてマッサージをし, 目を優しく少し押さえると, 手があたたかいことが
わかるでしょう｡ 次に大切な耳を押さえると, 気持ち良いでしょう｡ そして書くことが
多い手にも優しくしましょう｡
・心にも参加してもらいます｡ 手を揉んで温かくし, 温かい手を心の上に当てましょう｡






官について, 十分な時間をとり確かめながら進める｡ その際, 心をゆさぶる授業であること
を伝え, 心があるとされる胸に手を当て自覚を促す｡ 指導者は, 生徒に対して全て ｢……し
ましょう｣ との呼びかけメッセージを発することで, のびのびと学級のなかまが共に体を動
かすことができるような配慮を加える｡ 動作と願いとを連動させた取組でもある｡
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4.2 ｢Gewissen｣ への認識を深める授業の展開
既に 4.1 で述べたように ｢Gewissen｣ の授業を通して, 善悪の判断力を高めて幸せを追
求しようとする力を養う｡ このとき生徒一人一人が, なぜ ｢Gewissen｣ への学びがあるの
か, について正しく理解しておくことが不可欠である｡







・今, みなさんに手伝いが必要とされています｡ 善いことをしたら褒めてくれます｡ 一方
悪いことをしたら体が痛みます｡
・｢Gewissen｣ は体で感じられます｡ (確認)
・｢Gewissen｣ が善くないと, 体が痛くなることもあります｡ 間違った行動をすると, 気
分が悪くなります｡ 善いことをした場合は, 気持ちよくなっています｡ 体の中には二つ
の声 (褒める声, 注意する声) があり, その気持ちを忘れることはできません｡ 悪いこ
とをしたら, よく眠れないでずっと心配してしまいます｡
指導者は生徒との言葉のキャッチボールにおいて, 全ての発言を丁寧に受け止め, 褒める
ことを念頭に置きながら授業を進めている｡ その授業の様子を Table 1に示す｡ 指導者から
生徒に向けて ｢信頼できる友達に打ち明けるとどうだろうか｣ との問いかけに対して, 生徒
からは ｢友達に話すと楽になる｣, ｢自分の飼っている動物に話す｣, ｢自分の悪い行動を友達
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Table 1 Gewissnunterricht
に話す勇気がないときは, それでもいいのでは｣ などの発言が出された｡ そもそも
｢Gewissen｣ は体で感じつつ受け入れるものであり, 簡単には払拭できないことを強調して
いる｡ 指導者はこれらの意見を踏まえつつ, 生徒が書いた作文の内容をもとに作成した劇を
紹介し, それをロールプレイで生徒どうしで演じることを提案する｡ その際, 全ての生徒が
取り組むこととし, 相手の考えや行動について自分のこととして受け止め判断を下すことを
呼びかける｡
4.3 ｢Gewissen｣ において演じる創作劇 ｢Eine Mathematikarbeit mit Forgen｣
指導者が生徒の作文をもとに作成した劇の脚本が, 以下の Table 2である｡
劇の内容については, 以下に脚本の形式で, 以下の Table 3に示す｡
Table 3 脚本 ｢数学の試験をめぐる顛末｣
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Table 2 Ethikunterricht-Gewissensbildung
○Melanie ：お母さん, 明日, 難しい数学の試験があるんだけれど, 勉強を見てくれない？まだ分か
らないところがあるの｡
●Mutter ：数学だって｡
○Melanie ：そう, 数学よ｡ 問題が難しくて, まだちゃんと理解できていないところがあるの｡ これ
じゃきっと, 悪い成績しか取れないわ｡
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●Mutter ：私は助けてあげられないわ｡ 疲れているの｡ 今日は忙しかったし, 気分も良くないの｡
お父さんの所へ行きなさい｡ もっと手伝ってくれるわ｡ ①
○Melanie ：仕方ないわね｡ でも, 本当はお母さんと勉強したかったの｡ まあ, 無理なら仕方がない
わ｡ お父さんに聞いてみる｡
●Mutter ：じゃあ, そうしなさい｡ 私はやることがあるし, ……｡
○Melanie ：お父さん, お母さんにこつちへ行くように言われたの｡ 数学の勉強を手伝ってくれない？
明日, 試験があるんだけど, まだきちんと理解できていないの｡ お願い, 助けて｡ ②
◆Vater ：またかい｡ 仕事を終えて帰ってきて, 家でゆっくりとくつろげないものかね｡ 一日中,
事務所で数字と向き合っていたというのに, まだその続きをやらなくちゃいけないの｡
休ませてくれよ｡ 今は手助けできないね｡ ③




戻る｡ 彼女はよく眠れず, 翌日の試験のことが不安だった｡ 翌日, 彼女は不安感と胃
痛を抱えて登校して, 数学の問題に取り組んだ｡ ⑤
●Mutter ：試験はどうだった｡ きっと正解できたわよね｡
○Melanie ：とんでもない, 散々だったわ｡ 分からない問題がたくさんあった｡ それに気分も良くな
かったし, 実際の所, お母さんたちは助けてくれなかったわ｡ ⑥ 私は放っておかれた
気分になったわ｡ ⑦
●Mutter ：そんなにひどくないはずだわ｡ 考え過ぎよ｡ まずは落ち着いて｡
メラニーが台所から出て行くと, 母親は何か感じる所があり, 不安そうに娘の後ろ姿
を追った｡ 何か間違ったことをしたかしら, やるべきことが抜けていたかしら｡ ⑧
◇Lehrer ：メラニー, あなたの答案を返します｡ あなたの出来栄えにはがっかりしました｡ どうし






●Mutter ：もう食事の時間ですよ｡ もうみんなテーブルに着いて, あなたを待ってますよ｡ ちゃん






○Melanie ：ええ, 今日返してもらったわ｡ 数学の先生は, 完全に満足してたわけではないけれど,
●Mutter 評価は３, まあまあというところね｡ ⑫
メラニーの顔は赤くなり, 不安そうな面持ちで両親の方を見る｡
4.4 創作劇をロールプレイで演じる理由
生徒は, ロールプレイにおいて, 登場人物の気持ちのゆれを受け止め, その立場に身を置
いて自己表現をする｡ また, 役割を交代し全ての登場人物を演じることで, それぞれの気持







⑥, ⑦を参照) メラニーと両親との気持ちの温度差が, 行為の行き違いとして露呈している｡
つまりメラニーは, 試験を頑張りよい成績を両親に示したいと頑張りを見せるが, 両親は
その気持ちを十分に受け止めることなく, 自分の都合を優先する｡ 双方の思いがが上手く噛
み合わず, 最終的には不信感をもたらす｡ 当然, 試験は不本意な結果に終わる｡ 答案の返却
時に先生からは厳しく叱責され, 少なくとも学びへの姿勢は十分にあったのにとの思いが募
る｡ 一方, 両親はメラニーの深刻な気持ちを十分に斟酌できずに, 食事での言葉のやりとり
や表情等のノンバーバルな情報をもとに, 普段と異なるメラニーを気遣う｡
そこでロールプレイを通して, メラニーが理由が何であれ成績について嘘をついてしまっ
た心の内を推し量りつつ, なぜこうした事態に陥ったのか, メラニー役と父親役, 母親役と
を交代して演じることで, 相互間で気持ちを理解し合うことの大切さに気づくことができる｡
また, 両親が子供を思う気持ちへの気づきが期待できる｡
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○Melanie ：ほらごらん, そんなにひどくはなかったでしょ｡ やる気さえあれば, うまくいくわ｡ ⑬







●Mutter ：そうね, あまり気分が良さそうではなかったわね｡ ⑮
◆Vater ：何か悩んでいるのかな｡ ⑯




ロールプレイの最終段階において, 母親の対応については, 生徒の判断に委ねられる｡ つ
まり, シナリオなしでの即興劇になる｡ 生徒一人一人がロールプレイに参画して, 相手の気
持ちを慮りながら, 自分なりの判断を即興で自己表現する｡ 本授業における最大の山場であ
る｡ そのロールプレイの様子を Table 4に示す｡
メラニーが試験結果を示しサインを求めたとたん, 母親が叱責し, メラニーが部屋に逃げ




生徒からは, ｢お父さんとお母さんは手伝うべきです｣, ｢自分がお母さんであれば, 自分
にも責任があると思う｣ などの意見が出された｡ 指導者はファシリテーターとして, メアリー
が両親を心配して嘘をつき, それを心配していること, 一方, 両親も一緒に学習を手伝えな
かったことを気にかけていることに気づけるような助言を加えている｡





日本におけるいじめの問題の原因として, 人間関係の固定化 (グループ化) に依拠する傾
向があげられる｡ 生徒は自らが所属するグループ内において, 決して安心できるどころか,
常に外されはしないかと不安を抱えながら学校生活を送っている｡ 繰り返すが 1.1 で述べた
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Table 4 Roleplaying
ように, 国立教育政策研究所 (2010) が行った ｢いじめ追跡調査20072009｣ の結果から,
３年間を通して全く被害経験が無かった生徒は, 週１回以上いじめられている生徒について
は, 全体の0.3％のみである｡ つまり, いじめの対象は定期的に入れ替わることがわかる｡
ただその理由が明確でないことが, 生徒の不安を増幅させている｡
こうした学級集団に対しては, 一定の価値観の内面化を推し進めることが効果的である｡
価値観が錯綜するからこそ, ｢Gewissen｣ を用いて, 何が善くて何が悪いのかを理解しよう
とすることは意義深い｡ 生徒はそれを体得し, 善悪の判断をもとに行動に移そうとする｡ 仮
に悪いことをしたとして, 何か気持ちが悪いのはなぜなのかを, 振り返りを通して自分の中
から見いだすことが, いじめの問題についても抑止力になると考える｡ その際, それぞれの
生徒の経験, 文化的背景, 受けてきた教育などを踏まえて, 教育実践にあたることが不可欠
である｡
さらに指導者は, 善い行動が経験によって創られることを指導のうえ, 生徒が日常におい
て ｢Gewissen｣ を意識しながら行動を心懸けることを見守ることが肝要である｡ ヘッセン
州では１つのテーマで12時間から14時間を充て, 毎週２時間で計７週で系統的・計画的に教
育実践している｡ もちろん計画通りに進まないこともあり, 延長する場合もある｡ プログラ
ムを行い教育効果をあげるには, 立ち止まり生徒どうしで考え創りあげる授業が効果的であ
る｡ それは, 生徒一人一人が主人公になれる場が用意されているからである｡
5.2 社会性を育む ｢Gewissen｣ が果たす役割
指導者への聞き取りから, ｢Gewissen｣ が社会性を育むうえで, 生徒の人格形成に大きく
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お わ り に
いじめを未然防止するうえで, ロールプレイによる体験は効果的である｡ 特に, 結論が隠







り, しようとしないことで, グループ内で不協和音が生じる｡ 相手が何を考えながら行動し
ているのか, 斟酌しながら進めていくことが必要である｡ ロールプレイは, 演者として演じ
ても, 観衆として観察しても, いずれの場合でも参画することで, 相手の気持ちを推し量り
ながら進める点では同じである｡ 教育効果を高めるためには, ロールプレイの際には臨場感
を高め, 記憶に残る演技へを引き出すことが求められる｡ 人と人とのかかわりを構築するう
えで, ロールプレイがもたらす教育効果は絶大である｡ ただし, それを進行する指導者がファ
シリテーターとして, 生徒の気持ちを自然に引き出せるように, 時間をかけて待ち, 具体的
な実践を支援する必要がある｡ たとえ言葉が出なくても, 言葉にならない言葉があることか
ら, 指導者はそれを観察し言葉にかえていくことで, 教師と生徒, 生徒同士の人間関係が豊
かなものへと繋がる｡ いじめの未然防止には, 日々の積みあげへの認識を指導者が深めこと
で, 解決の糸口を見いだすことができる｡ ｢Gewissen｣ での学びにおいて, 善悪への認識を
深め, その判断のもと, 特にロールプレイは善悪を体得し内面化を図り, 日常行動へと繋げ
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Research on Role-Playing
Classroom Activities for Prevention of School Bullying
―Learning from “Gewissen” Education
in the State of Hessen, Germany―
MATSUOKA Yoshiki
The objective of the present research is to study role-playing classroom activities aimed at
preventing bullying in schools. In Japan, school bullying has been a serious social problem for
years. The anti-bullying law, which took effect in September 2013, requires teachers to make
collaborative and systematic efforts to prevent bullying.
The first half of this paper describes the details of analysis of bullying incidents. The latter half
focuses on the “Gewissen” (moral conscience) education class conducted in the State of Hessen,
Germany. In this class, an instructor writes a drama, and students play roles in the drama.
Through playing all roles, each student comes to understand the state of mind of each character
in the drama. The “Gewissen” education class helps students develop their sense of judgment
of right and wrong, which is essential in the prevention of school bullying. From that perspective,
it is necessary to develop effective practices of role playing with reference to the “Gewissen”
education class, aimed at the elimination of bullying in schools.
